







Bond Behavior of 七he Longi七udina1 Deformed Bars 
in 七he Reinforced Concre七e Beams 
Shizuo HAYASHI 
(Received Feb. 9， 1985) 
This paper describes 七he experimen七a1 and analy七ical
results carried ou七 inorder 七o investigate 七he bond 
behavior of reinforcing qeformed bars in 七he reinforced 
concre七e beams subjec七ed to the bending moment and the 
shear force. 
When 七he specimen has 10ng shear span， the bond stress 
of the longitudinal bar near the midspan is almost equal 
七o 七he calculated bond stress on 七he assumption tha七七he
cross section remains plane af七er bending. When the spec-
imen has short shear span，七he excessive bond deteriora七ion
is observed and 七he bond s七ress of the bar is less 七han the 
calcula七ed bond s七ress. The maximum bond s七ress of 七he bar 
is not influenced by the shear span length and almos七 con-
stant as 40町 50 kgf/cm2 • And 七his value is much less 七han
the results of the pull out bond test. 
The FEM analysis cosidering the bond de七eriora七ion near 
七he crack is carried out and ana1y七ica1 resu1七s agree with 







































D16 3.66 tf/cm2 6.18七f/cm2




Maximum Age of Test Strength r、
28 days 241 kg/cm2 0.300 % 
48 249 0.285 
55 249 0.264 
28鋳 273 0.216 
終 StandardCuring 
Gradually Increasing Large Number of 









Modulus Grooved Ba r 




















ように学会規準式を用いて計算し， A = 20cm 
のシリーズは 6戸@4 cm， A = 30 cmのものは
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図-1 試験体の配筋，断面の詳細の例




A=40，C-1 One cycle at Q=1.5， 3.0， 4.5七f，R=1/100， 2/100， 3/100 rad. 
A=40，C-5 Five cycle at Q=1.5， 3.0， 4.5 tf， R=l/lOO rad. and 
one cycle at R=2/100， 3/100 rad. 
A=30，C-1 One cycle at Q=2.0， 4.0， 6.0 tf， R=l/lOO， 2/100， 3/100 rad. 
A=30，C-5 Five cycle at Q=2.0， 4.0， 6.0七f，R=l/lOO rad. and 
one cycle at R=2/100， 3/100 rad. 
A=20，C-1 One cycle at Q=3.0， 6.0， 9.0 tf， R=1/100， 2/100， 3/100 rad. 
A=20，C-5 Five cycle at Q=3.0， 6.0， 9.0七f，R=1/100 rad. and 















































(2) 付着応力度分布 (A= 40cm) 
A=40αn 。 .01 .02 .03 .04 R(rad) 
図-3 荷重・部材角関係(A =40cm ) 







01 .03 .04 R(ro司.02 
図-4 荷重・部材角関係(A = 30cm ) 
?
?
A:20cm 。 .04 R(rad) .01 .02 .03 
図-5 荷重・部材角関係(A = 20cm ) 
縮域の方へ移動していく。't= 4.5 tfでの繰返しにより，主筋は部材全長にわたり引張ひずみとな
った。曲げ理論から計算した付着応力度(九 :τa=Q/(W--j))は， 't = 1.5 tf， 3.0 tf， 4.5 tf 

























































































力度分布図(A = 30， C -1 ) 
図 9 ひびわれ，ひずみ分布，付着応
力度分布図(A = 30， C -5 ) 
れに等しいことから，材端から25cm以上離れれば平面保持もほぼ成立していると考えてもよいと考




(3) 付着応力度分布(A = 30cm ) 




度が30kgf/cm'となっている範囲が広がっていった。 A= 30， C -5では，ひぴわれが細かく発生し，
付着応力度が部材全体にわたって一様の15'"20 kgf/cm'程度になってしまっており，多数回繰返しの
影響がかなり顕著であった。
(4) 付着応力度分析(A = 20cm ) 
図-10，図-111乙， A=20cmの場合を示す。材端l乙曲げひぴわれが発生し，主筋降伏後危険断面
の両圧縮縁同士を結ぶ大きな斜めひぴわれが発生した。Q， = 3.0七f時のτaは17.0kgf/cぼであり，実
験での付着応力度もそれとほぼ等しく，かつ，一様分布となっているが， Q = 16.0七f時には，ひぴ
われの影響を受けて凹凸がみられるようになっていた。 Q=9.0七f時のτaは51.1kgf!cm'であるのに
対し実験結果はそれよりもかなり小さな付着応力度であり， Q = 6.0 tf時には部材全長にわたって




試験体内部の局部的な付着応力とすべりの関係を，図-12-...図-141乙示す。 A二 40cmの場合， P
4では最大付着応力度が約25kgf!arfであり，主筋降伏時のすa28kgf!arfとほぼ一致しているのに対し，
P3では繰返しに伴って付着劣化が急激に進行している o C -1とC-5ではあまり差がなく，多
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・・ 2nd oyole 
主筋のひずみ分布
ぷ;》紗説記込， !? 





応力度分布図(A二 20，C -1 ) 
図 1 ひびわれ，ひずみ分布，付着








しによる付着劣化は著しい o A = 20c皿の






度を計算すると，設計基準強度Fc = 210 
kgf/Cllf~(対しては ， 31.5kgfl曜となり，
実験時のコンクリート強度から計算する
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(2) A=40. C-5 








































0.1 0.3 SLIP(mm) 0.2 
(2) A=30. C-5 
図-13 付着応力・すべり関係(A = 30cm ) 
0.2 0.3 SLIP(mn!l 
(2) A=20， C-5 
図ー14 付 応力・すべり関係(A = 20cm ) 
100 


















































??? ?? ??????? ?? ?
図-17
。BONDLlNK 
C -1 ) 
はりの解析3.2 

























































解析の対象は， A=40，およびA=30のC-1とする。解析例は 8例あり，図-22 ~乙示す])， 16 工
N， D 10工N，D22IN， D160UTである。 OUTとは，主筋の定着をスタッブ内のE形鋼外側フラ
ンジ陀溶接してとったもので，工 NとはE形鋼内側フランジにとったものである。 DI0，D16， D 




































P=6tfでは， D 6 OUTはD
は0.59，D 22は0.43となる。





るときのせん断力は， D 10工 6 











































0.1 0.2 OEF(cm) 





O 0.1 0.2 0.30EF(cm) 
図-25 荷重・変位関係解析値(定着位置の影響)
4 A=40 
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